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１．目的  
 目地を有する普通コンクリート舗装は，設計上原則鉄網を使用し，そのときの目地間隔は 8～10mとされて
いる 1)．一方，鉄網を使用しない場合は目地間隔を 5mとするとされている 1)．この鉄網に関する設計条件は

構造細目として記述されているだけであり，鉄網を使用する効果は設計上明確でない．本報告は，鉄網がコン

クリート舗装に及ぼす構造的効果の確認を目的に，土木研究所内に設置したコンクリート舗装試験舗装のデー

タを用いて検討を行ったものである．なお，本報告は東京農業大学，石川高等専門学校，土木研究所，セメン

ト協会の共同研究の一環ととして行われたものである． 
２．試験舗装の概要  
 土木研究所内に設置したコンクリート舗装は，図-1に示すように全長 65mの試験舗装であり，目地間隔は
10m とし鉄網を設置した箇所と設置しない箇所を設けた．また，版長手方向中央に横ひび割れが生じるよう

に，カッターによる切欠けを施工翌日に行った．切欠けの深さは版厚の 20％となるように設定した．鉄網が
ある箇所で誘発ひび割れを誘導した 2箇所の鉄網区間には，鉄網の一部にひずみゲージを取付け，鉄網のひず
みの経時変化を測定した．なお，鉄網の埋設位置はコンクリート版厚の上から約 1/3とした． 

 (1)鉄筋計の準備 
 今回使用した鉄網は，JIS G 5331「溶接金網及び鉄筋格子」に準拠した，格子間が 150mmの D6鉄筋を溶
接接合したものである．鉄網に取付ける鉄筋計は，溶接接合する前の D6鉄筋 1mを用い，誘発ひび割れが確
実にゲージ上に誘導するためにゲージ長 5mmの箔ゲージを鉄筋の左右にゲージが 5mm間隔となるように千
鳥で 3枚，防水処置を施し貼り付けた． 
 また，現場での温度補正を実施するために，ゲージを貼付した鉄筋を可変恒温室に無応力状態で静置し，可

変恒温室内温度を 5～45℃に変化させて，鉄筋の温度変化ひずみを測定し，温度変化と鉄筋ひずみの関係の近
似式を得た．測定結果の一例を図-2に示す． 
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図-1 試験舗装における鉄筋計の位置およびレイアウト概要 
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(2)鉄筋計の設置 
 鉄網は通常の工事と同様に，下層コンクリートを敷き均した後に設置した．鉄筋計は，鉄筋計を設置する鉄

網の一部を現場で切り取り，ひずみゲージがすべて水平に並ぶように向きを決め，結束線を用いて鉄網に接合

した． 
 (3)測定方法および試験結果 
 鉄筋計のひずみ測定は，コンクリート打設前から開始

し 10分間隔（材齢 14日まで，それ以降 30分間隔）で
測定した．測定したひずみから上述した温度補正データ

を用いて温度変化による鉄筋の伸縮ひずみを下式のと

おり差し引き，鉄筋の実ひずみを求めた． 

( )c)t(bT)t(aT)t()t( mt ++−= 2εε  

ここで， 
εt(t)：時刻 tにおける鉄筋の応力ひずみ 
εm(t)：時刻 tにおける鉄筋の測定ひずみ 
a，b，c：図-2の例にあるように求めた校正係数 
T(t)：時刻 tにおける鉄筋の温度（近傍のコンクリートの温度で代用した） 

３．試験結果および考察  
 鉄筋計 1および鉄筋計 2に貼付した 3枚のひずみゲージ（S1～3，S4～6）のうち，ひび割れ断面でのひず
みと思われる，ひずみ値が最も大きい鉄筋ひずみの経時変化を図-3 に示す．この図から，鉄筋計 1 は経過日
数 18日後に誘発ひび割れが発生し，そのときの値は，約 15000μに達することがわかる．同様に鉄筋計 2は
経過日数 36 日後に誘発ひび割れが発生し，そのときのひずみ値は 1200μ程度で 10 日程度推移していたが，
その後約 10000μとなった．これらはいずれもすでに降
伏状態であることがわかった． 
 材齢 28 日の現場養生供試体（100mm×100mm×
400mm）の曲げ強度は 5.8MPa であったことより，鉄
筋計位置のひび割れ発生時のコンクリートの引張強度

は 3.3MPa程度であると推定される 2)．ひび割れ発生時

の鉄筋 1本当たりのひび割れ発生荷重は，断面内での応
力が均一であるとすると，コンクリートの引張強度に鉄

筋一本あたりの断面積をかければ求まり，124kNとなる．
この外力をひび割れ発生後鉄網が受け持つので，そのと

きの鉄網の鉄筋応力は 3900MPaとなり，降伏応力をは
るかに超えることがわかる． 
４．まとめ  
 本研究の範囲において，ひび割れが普通コンクリート

舗装のコンクリート版に発生した場合，ひび割れ部の鉄

網ひずみは降伏状態であることがわかった． 
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図-2 鉄筋計の温度補正の例（S3の場合） 
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図-3 鉄筋ひずみの経時変化 
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